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Ｃ－１指導案

本時の学習

（１）小単元名 面を押す力

（２）学習のねらい

力のはたらきと力がはたらく面積との関係について考え、図や言葉を使い表現する。

（３）本時の評価規準

力のはたらきと力がはたらく面積との関係を図や言葉で表現することができる。

（観察・実験の技能･表現）

（４）準備

紙コップ、板、２㍑のペットボトル、スポンジ、ワークシート

（５）学習過程

（ ） （ ）評価 ◎ 支援 ★

段 学習活動 指導上の留意点 ･ 【評価方法】配 （ ）

活用の場階 時

導 ３ １．体重６０㎏の人が、板を敷いた紙コップ１個 ・演示実験を行う。

入 の上に乗ります。紙コップはどうなるかな？

・つぶれる ・つぶれない

５ ２．体重６０㎏の人が、板を敷いた紙コップ６個 ・紙コップはバラン ★紙コップ１個と

の上に乗ります 紙コップはどうなりますか スよく並べる。 ６個の上に乗った。 、

予想してみよう。 ・演示実験を行う。 ときの現象の違い

展 ・つぶれる ・つぶれない に気づかせる。

開 ・つぶれるものとつぶれないものがある

・乗り方でちがってくる

５ ３．ペットボトルをスポンジの上に乗せたときの ・見やすく、演示す

のせ方の違いから、力のはたらきと力のうけ る。

る面積の関係は？

・面積が広いと、かかる力は小さくなる ・スポンジのへこみ

・面積が狭いと、かかる力は大きくなる ぐあいから、力が

な はたらく力の大き

・大きな力をかけるには、面積をせまく さと面積との関係

すればよい を考える。

実験結果から説明32 ４．なぜ紙コップは１個でつぶれ、６個でつぶれないのか、ペットボ

の仕方を考える。トルの実験を踏まえて、わかりやすく説明しよう。

・コップ１個の場合は接する面積がせま ・班活動を通し、お ◎力のはたらきと

く、力が大きくかかるからだ 互いの考えを聞き 力がはたらく面

・コップ６個の場合は、矢印を使って力 合いまとめ、いく 積との関係を図

を表すと スポンジのへこみ具合から つかの班が発表す や言葉で表現す、 、

。６等分され短くなるな。 る。 ることができる
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・接する面積によって、力の分散される ・力の矢印を書き入 （技能、表現）

ようすが異なってくるな。 れたり、実物のコ 【ワークシート･発

・紙コップの抗力がちがうからだ。 ップを使って説明 言】

する方法を提示す ★コップの数を増

る。 やすことは、面

積を広くしてい

・発表している人の ることに気づか

言葉をしっかり聞 せる。

く。

ま ５ ５．力のはたらきと力がはたらく面積との関係 ・力のはたらきと面

と についてまとめる。 積の大きさについ

め てふれる。


